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2016年度 大学院博士論文・修士論文テーマ一覧

アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科

博士論文

112DC001　五十嵐成見 ラインホールド・ニーバーにおける恩寵と歴史
 〔髙橋義文客員教授〕　̶̶ ニーバー神学における歴史形成面の考察

112DC007　山本　　泉 対人支援における実践論の
 〔助川征雄客員教授〕　　　　　　パラダイム転換のための実証的研究
  　　̶̶ 前橋市におけるODS事業（不登校支援）を
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベースとして

論文博士 穴見　　明 スウェーデンにおける新地域主義の展開

論文博士 上原　史子 ヨーロッパ共通の安全保障政策の将来
  　　̶̶ ヨーロッパの統合とオーストリアの
  　　　　　　　　　　　　　　中立からの一考察

論文博士 菊地　　順 ティリッヒと逆説的合一の系譜
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修士論文

114MC701 大場　昻二 アメリカ合衆国における
 〔髙橋義文客員教授〕　1990年代の多文化主義をめぐる議論の軌跡
  　　̶̶ アーサー・M・シュレジンガー・ジュニア
  　　　　およびロナルド・タカキの議論を中心として

115MC001 星山玲於奈 近代批判の可能性としてのマクルーハン理論
 〔片柳榮一客員教授〕　̶̶ 文字教養文化に対抗するメディア

115MC002 山中　美樹 三木清の哲学と宗教性
 〔清水正之教授〕

政治政策学研究科

修士論文

114MP013 YANG XINXIN 不動産市場と金融バブルの生成・発展
 〔柴田武男教授〕 　　̶̶ TBTFをめぐる問題を中心にして

115MP002 川村　透久 日本におけるインボイス方式についての考察
 〔野田扇三郎特任教授〕

115MP003 藏本　　暁 国際的租税回避についての考察
 〔吉川保弘特任教授〕　̶̶ BEPSの議論を踏まえた
  　　　　　　　　我が国における対応を中心に
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115MP004 小賀坂直行 法人事業税の外形標準課税の拡大に関する一考察
 〔吉川保弘特任教授〕

115MP005 小林　綾似 相続税と贈与税との関係再考
 〔佐藤謙一客員教授〕　̶̶ 累積的課税と暦年課税の
  　　　　　併存可能性についての検討を中心として

115MP006 髙木　良忠 交際費課税制度についての一考察
 〔野田扇三郎特任教授〕

115MP007 武田　友典 法人税法における資本金1億円基準についての考察
 〔野田扇三郎特任教授〕　̶̶ 中小法人の範囲について

115MP008 田島　孝憲 一般的租税回避否認規定導入に関する考察
 〔吉川保弘特任教授〕　̶̶ 英国における租税回避行為への対応を中心に

115MP009 富永　大樹 移転価格税制の課題と今後のあり方
 〔吉川保弘特任教授〕　̶̶ 無形資産の移転を中心として

115MP010 永井　孝一 寄附金課税制度に関する一考察
 〔吉川保弘特任教授〕　̶̶ 損金算入限度額計算の対象となる
  　　　　　　　　　　　　寄附金の範囲について

115MP011 宮内　俊輔 法人税法における貸倒損失
 〔野田扇三郎特任教授〕　̶̶ 部分貸倒れに関する一考察

115MP012 矢澤　暁子 事実婚・同性婚に対する所得税法のあり方
 〔吉川保弘特任教授〕　̶̶ 配偶者控除を中心として

115MP013 渡邉　　誠 フリンジ・ベネフィットにおける課税上の問題について
 〔野田扇三郎特任教授〕　̶̶ 税負担の公平性とそのあるべき姿の一考察
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人間福祉学研究科

修士論文

114MW003 KIM YOUNSOO 韓国の高齢者におけるスピリチュアリティと
 〔古谷野亘教授〕 　　　　　　サクセスフル・エイジングとの関連

114MW602 山田　牧子 東日本大震災被災高齢者の
 〔窪寺俊之客員教授〕　　　　　リカバリーとスピリチュアリティ
  　　̶̶ 宗教家やボランティアらの
  　　　　　　　　　　　スピリチュアルな支援

113MW002 江連さゆり Enhanced eBookを用いた母子の読みあい活動が
 〔石川由美子非常勤講師〕　　　　　　　　　幼児の発達に及ぼす影響

115MW001 岡下　晶子 音楽を用いたスピリチュアルケアの一考察
 〔窪寺俊之客員教授〕　̶̶ ホスピスの集団音楽療法での
  　　　　　　リクエスト曲の歌詞分析を通して

115MW003 森下　俊一 相互主体的な「接面」に生じる間主観性が
 〔石川由美子非常勤講師〕　子育て支援活動のかかわりの質に与える影響
  　　̶̶ エピソード記述法による検討

115MW004 KIM JUNGWHAN　日本と韓国の高齢者自殺予防対策に関する研究
 〔助川征雄客員教授〕　　̶̶ 韓国の高齢者自殺を減らすための
  　　　　　　　　　　　　方策についての一考察


